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	応用
	抗原情報
	背景
	転写因子ELK1は、ETSがん遺伝子ファミリーおよび三元複合体因子（TCF）サブファミリーに属し、染色体Xp11.2上に位置し、転写を刺激します。プリンを多く含むDNA配列に結合します。TCFサブファミリーのタンパク質は、c-fosがん原遺伝子のプロモーター領域にある血清応答因子および血清応答エレメントに結合して三元複合体を形成します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ras-raf-MAPKシグナル伝達カスケードの核標的です。Elk1は、C末端のS/TモチーフのクラスターにおいてMAPキナーゼ経路によってリン酸化され、活性化MAPキナーゼの直接的な標的となると考えられます。生化学的研究によると、Elk1はMAPキナーゼの良好な基質であり、Elk1のリン酸化および活性化の動態はMAPキナーゼ活性と相関し、MAPキナーゼの阻害変異体はin vivoでElk1の活性化を阻害することが示されています。さらに最近の研究では、Elk1がストレス活性化キナーゼSAPK/JNKの標的でもあることが示されています。Elk1のリン酸化は、成体海馬におけるシナプス可塑性にも関与していることが示唆されています。
	研究分野
	MAPKシグナル伝達経路
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	パラフィン包埋ヒト脳腫瘍組織の免疫組織化学分析。DAB 染色による ELK1 マウス mAb を使用して核と細胞質の局在を示しています。

